
 

  

医療DX関連の診療報酬改定対応項目について 

今回は医療DX関連における診療報酬改定対応項目として、「電子処方箋対応」や「オンライン資格確認の

救急時医療情報閲覧機能」に関する内容をご説明します。 
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「救命救急入院料」の施設基準要件（経過措置終了）となるため、高度急性期医療機関から順次対応が進んで

いくと思われます。 

【 電子処方箋の対応 】 

医療 DX推進体制整備加算は、R7 年 4 月よ

り 6 段階の加算に変更されます。 

「電子処方箋の導入有」の場合では、「高い点

数（加算１～３）」が算定可能となります。 

 電子処方箋の導入有については、「院外処

方：電子処方箋等の使用」、「院内処方：電子

処方箋管理サービスへの登録」が原則必要にな

ります。 

 また、加算 1～３の算定には「施設基準の届

出直し」が必要になります。 

  

 【 救急時医療情報閲覧機能 】 

マイナ保険証等を利用したオンライン資格確

認では、患者さんの同意下にて「レセプト情

報」を元にした「医療情報」が取得できる仕

組みがあります。 

R6年 12月より意識消失の救急患者等にて同

意が取得できない場合においても、生命・身

体保護のために、一部の情報（救急サマリ

ー）を取得できる仕組みが開始されていま

す。本機能の使用体制が R7年 4 月より「総

合入院体制加算」「急性期充実体制加算」 



 

 

 

 

  

高額療養費制度の見直しについて ② 

～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

医 療 事 務 の 知 識 

 今回は、2月号でもお伝えしました「高額療養費制度の見直し」についての経過や今後のポイントについて

解説します。 

 

■ 高額療養費制度見直しの議論経過 

社会保障費の増大に対する医療保険制度改革として、R6 年 11月の社会保障審議会にて「高額療養費の見

直し」に関する議論が開始され、12月に R7 年度予算内容に「限度額引き上げ、細分化」が盛り込まれまし

た。 

 しかしながら医療者・患者団体等からの反対もあり、政府答弁にて「多数該当部分の変更凍結」 

→「限度額引き上げ案の凍結」となり、R8年 8 月以降の制度のあり方とあわせて検討し、R7年秋までに 

結論を出す方向とされています。（令和 7年度予算案も修正） 

 

■ 今回の見直しにおけるポイント 

高額療養費制度は、「年齢（70歳未満、70 歳以上）」と「年収」に応じての「自己負担限度額」が設定 

されています。また、直近 1年間で年 3回以上高額療養費の支給を受けた場合には、4回目以降は自己負担

限度額が更に下がる「多数回該当」の仕組みがあります。 

今回の見直し案では、「年収部分の細分化、自己負担限度額の引き上げ（多数回該当含め）」の変更が 

患者さんの医療費負担に大きく影響がでることでの不安・反対が生じました。 

一方で高齢化等による社会保障費の増大もあり、現行制度のままでは社会保険料の増加も必要となる懸念

があり、どのような修正案が今後提示されているかについて注目するところです。 

 

【現行の高額療養費一覧】 
 

 

区分 年収換算要件 月単位の限度額 多数回該当 区分 年収換算要件 月単位の限度額 多数該当 外来特例

ア 約1,160万円 ～ 252,600円 ＋ （総医療費-842,000円) × １％ 140,100円

現

役

並

Ⅲ

約1,160万円 ～ 252,600円 ＋ （総医療費-842,000円) × １％ 140,100円

イ
約770万円

～ 約1,160万円
167,400円 ＋ （総医療費-558,000円) × １％ 93,000円

現

役

並

Ⅱ

約770万円

～ 約1,160万円
167,400円 ＋ （総医療費-558,000円) × １％ 93,000円

ウ
約370万円

～ 約770万円
80,100円 ＋ （総医療費-267,000円) × １％

現

役

並

Ⅰ

約370万円

～ 約770万円
80,100円 ＋ （総医療費-267,000円) × １％ 44,400円

エ ～ 約370万円 57,600円
一

般
～ 約370万円 57,600円 44,400円

18,000円

※年間上限

144,000

オ 住民税非課税 35,400円 24,600円
低

Ⅱ
住民税非課税 24,600円 8,000

低

Ⅰ

住民税非課税

（一定所得以下）
15,０00円 8,000

44,400円

70歳以上70歳未満



 

 

 

 

 

   

査定例・算定例 

病
名
辞
典 

「
ろ
」 

【 

遺
伝
子 

】 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

【 

労
作
性
狭
心
症 

】 

 

《 PPI 製剤服用中のヘリコバクター・ピロリ検査 》 

A．ヘリコバクター・ピロリ抗体検査は算定可能です。 

ヘリコバクター・ピロリ抗体検査を実施した患者様が、PPI 製剤服用中でした。この場合、ヘリコ

バクター・ピロリ抗体検査は算定できないのでしょうか？ 

 
u

e

stion

Q 

 
A 

 

n
ser

体

の

し

く

み 

 

～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

令和 6 年 10 月 28 日付の疑義解釈にて、鏡検法、培養法、抗体測定、糞便中抗原測定又は核

酸増幅法をプロトンポンプ阻害薬（PPI）又はカリウムイオン競合型アシッドブロッカー（P-CAB）

を休薬せずに実施した場合、当該検査費用の算定はできるとされています。ただし、尿素呼気試

験（UBT）や迅速ウレアーゼ試験（RUT）については PPI 製剤や P-CAB の影響を受けるので、

2 週間以上の休薬をしていなければ検査結果が陽性であっても原則認められません。 

 

 

体
の
中
に
は
、
２
万
５
千
種
類
も
の
遺
伝
子
が
あ
り
ま
す
。 

遺
伝
子
と
は
、
人
間
の
体
を
つ
く
る
設
計
図
に
相
当
す
る
も
の

で
す
。
遺
伝
子
はD

N
A

か
ら
で
き
て
お
り
、
細
胞
の
種
類
に
応

じ
て
機
能
す
る
特
定
の
タ
ン
パ
ク
質
の
設
計
情
報
が
記
録
さ
れ

た
領
域
で
す
。
染
色
体
は
細
胞
の
中
に
あ
っ
て
、
複
数
の
遺
伝

子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
構
造
体
で
す
が
、
遺
伝
子
は
染
色
体
内

に
あ
り
、
染
色
体
は
細
胞
の
核
に
あ
り
ま
す
。 

【 
D

N
A

っ
て
な
に
？ 

】 

 
D

N
A

は
長
い
鎖
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
遺
伝
情
報
は 

た
っ
た
４
種
類
の
塩
基
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
塩
基
は
遺
伝
情

報
を
表
す
文
字
の
よ
う
な
も
の
で
、
ア
デ
ニ
ン
、
チ
ミ
ン
、
グ

ア
ニ
ン
、
シ
ト
シ
ン
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ト
の
遺
伝
子
は
、
塩
基

が
３
０
億
個
ほ
ど
も
繋
が
っ
た
鎖
の
よ
う
な
巨
大
分
子
で
す
。 

【 

私
の
ゲ
ノ
ム 

】 

 

私
た
ち
の
遺
伝
情
報
は
、
こ
の
３
０
億
個
の
並
び
の
中
に 

全
て
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ゲ
ノ
ム
と
呼
び
ま
す
。

私
た
ち
の
体
の
細
胞
は
、
ゲ
ノ
ム

D
N

A

を
コ
ピ
ー
し
な
が
ら

増
え
た
も
の
な
の
で
、
す
べ
て
の
細
胞
に
「
私
の
ゲ
ノ
ム
」
と

い
う
全
遺
伝
子
の
情
報
が
書
か
れ
た
設
計
図
が
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
「
遺
伝
」
と
は
、
設
計
図
の
よ
う
な
情
報
を
持
っ
た
遺

伝
子D

N
A

を
コ
ピ
ー
し
て
伝
え
る
こ
と
な
の
で
す
。 

【 

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い 

】 

 

遺
伝
情
報
は
両
親
か
ら
伝
わ
り
ま
す
が
、
同
じ
両
親
か
ら
生

ま
れ
て
も
遺
伝
子
の
組
み
合
わ
せ
は
何
兆
通
り
も
あ
る
た
め
、

兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
も
全
く
同
じ
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
異
な

る
個
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

【 

遺
伝
子
治
療 

】 

 

現
在
、
一
般
的
に
遺
伝
子
治
療
と
呼
ば
れ
る
治
療
は
、
異
常

な
配
列
を
持
っ
た

D
N

A

に
対
し
て
正
常
な
配
列
を
持
っ
た

D
N

A

を
追
加
す
る
治
療
法
、
つ
ま
り
遺
伝
子
で
治
す
治
療
を
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
対
象
と
な
る
疾
患
は
遺
伝
性
疾
患
に

限
ら
ず
、
が
ん
な
ど
の
難
治
性
疾
患
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

心
臓
は
一
日
中
休
ま
ず
、
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
伸
び
た
り
縮
ん

だ
り
し
て
血
液
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
働
き
も
の
の
心

臓
は
何
で
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

答
え
は
筋
肉
で
す
。 

 

心
臓
も
体
の
筋
肉
と
同
じ
よ
う
に
、
働
く
た
め
に
酸
素
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素
を
供
給
す
る
の
が
、
冠
動
脈

で
す
。
こ
の
冠
動
脈
が
細
く
な
り
、
必
要
な
酸
素
が
十
分
に
心
臓

の
筋
肉
へ
届
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
、
労
作
性
狭
心

症
で
す
。
労
作
性
狭
心
症
と
は
、
心
臓
が
酸
欠
に
な
っ
て
し
ま
う

病
気
な
の
で
す
。 

【 

ど
ん
な
と
き
に
症
状
が
で
る
の
？ 

】 

 

階
段
を
上
っ
た
り
、
走
っ
た
り
、
重
い
物
を
持
っ
た
り
、
ま
た

は
心
理
的
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
に
、
胸
の
痛
み
や
圧
迫

感
と
い
っ
た
症
状
が
で
ま
す
。
そ
れ
は
、
体
内
に
た
く
さ
ん
の
血

液
を
送
り
出
そ
う
と
心
筋
が
活
発
に
働
き
始
め
る
の
に
、
冠
動

脈
が
細
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
血
液
供
給
が
追
い
付
か
ず
、 

心
臓
が
酸
欠
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。 

【 

ど
う
し
て
労
作
性
狭
心
症
に
な
る
の
？ 

】 

 

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
動
脈
硬
化
に
よ
る
も
の
で
す
。
動
脈
の

内
側
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が
溜
ま
る
こ
と
で
血
管
の
壁
が

厚
く
な
り
、
動
脈
が
少
し
ず
つ
細
く
な
り
ま
す
。
喫
煙
や
飲
酒
、

肥
満
、
高
血
圧
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
リ
ス
ク
因
子
と
な
り
ま
す
。 

【 

検
査 

】 

 

冠
動
脈
に
狭
窄
が
あ
っ
て
も
安
静
で
は
必
要
な
血
流
が
確
保

さ
れ
て
い
る
た
め
、
安
静
時
に
行
う
心
電
図
な
ど
の
検
査
で
は

異
常
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
運
動
や

薬
剤
に
よ
る
負
荷
検
査
（
運
動
負
荷
心
電
図
、
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル 

検
査
、
負
荷
心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
ム
な
ど
）
が
有
用
で
す
。
診
断
の

確
定
は
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。 

【 

治
療 

】 

 

薬
物
療
法
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
虚
血
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
経
皮
的
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
（P

C
I

）
、
冠
動
脈

バ
イ
パ
ス
術
（C

A
B
G

）
の
適
応
と
な
り
ま
す
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豆 

知 

識 

【 

母
の
日 

】 

医療・医学の知識【 心不全 】 

～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

保険医と医師事務作業補助者のための 

「実践的診療記録事例集・2024 年版」発売中！ 

⚫ 心不全の定義 

心臓に器質的や機能的異常が生じて「心臓のポンプ機能が破綻」した結果，呼吸困難・倦怠感や浮腫の出現

および運動耐容能が低下する状態を指します。 

 

⚫ 急性心不全と慢性心不全 

心不全には、急に発症する急性心不全と、徐々に発症する慢性心不全があります。急性心不全は、急性心筋梗

塞などが原因で発症するケースが多く、呼吸困難などの症状が急速に現れます。心拍出量・血圧の大きな低下

にて、ショック状態に至ることもあります。慢性心不全は徐々に進行しますが、症状が現われたときには、か

なり悪化した状態になります。慢性心不全の重症化では、何度も急性増悪を起こし、入退院を繰り返すように

なります。うっ血を主症状とする慢性心不全は、うっ血性心不全とも言われます。 

 

⚫ 心不全患者の増加 

近年、生活習慣の欧米化に伴う虚血性心疾患の増加や高齢化による高血圧や弁膜症の増加などにより、心不

全の患者さんが急増しています。罹患者数は全国で約 120 万人、2030 年には 130 万人に達すると推計され

ています（日本心臓財団 HP 参照） 

 

⚫ 心不全の緩和ケア 

心不全は治療しても完治することができず、治療が難しいケースもあり、終末期では「緩和ケア」が必要な

疾患とされています。心不全の緩和ケアでは、息切れやむくみ、倦怠感、不安、抑うつなどの様々な「身体

的、精神的症状」があるため、包括的な評価を行い、適切な心不全治療を継続します。また、緩和ケアチーム

のメンバーとも協働して、ACP(適切な意思決定支援）や症状の緩和に努めることが重要とされています。 

※ 末期心不全患者 → A226-2 緩和ケア診療加算 、B001 24 外来緩和ケア管理料の対象（基準あり） 

 

毎
年

5

月
の
第

2

日
曜
日
が
「
母
の
日
」
と
な
り
ま
す
が
、

２
０
２
５
年
は
５
月

１１

日
が
母
の
日
で
す
。 

【 

母
の
日
の
由
来 

】 

 

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
ア
メ
リ
カ
で

100

年
ほ
ど
前
に
あ
る
女
性
が
亡
き
母
を
追
悼
す
る
た
め
、
教
会
で
白
い

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
配
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
話
で
す
。
ま
た
日

本
で
は
、
お
菓
子
会
社
が
「
母
の
日
大
会
」
を
開
催
し
た
の
が
き
っ

か
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
文
化
が
日
本
に
多
く

流
入
す
る
の
に
伴
い
、

5

月
の
第

2

日
曜
日
が
母
の
日
と
し
て

日
本
全
国
に
普
及
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す 

【 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
色
と
花
言
葉 

】 

赤…

「
母
へ
の
愛
」
「
深
い
愛
」
「
感
動
」
な
ど 

白…

「
純
潔
の
愛
」
「
尊
敬
」
な
ど 

ピ
ン
ク…

「
温
か
い
心
」
「
美
し
い
仕
草
」
「
感
謝
」
「
上
品
・ 

気
品
」
な
ど 

黄
色…

「
美
」
「
友
情
」
な
ど 

緑…

「
癒
し
」
「
純
粋
な
愛
情
」 

青…

「
永
遠
の
幸
福
」 

色
ご
と
に
思
い
を
込
め
て
贈
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
何
よ
り
も

母
親
を
想
っ
て
準
備
し
て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
ね
。 

【 

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
人
気
の
お
花
✿ 

】 

◆
 

バ
ラ 

赤
は
「
愛
」
、
白
は
「
尊
厳
」
、
ピ
ン
ク
は
「
感
謝
」
や
「
上

品
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
バ
ラ
の
本
数
に
よ
っ
て
も
意
味
が
変
わ

る
の
が
特
徴
で
す
。
「
出
会
え
た
こ
と
へ
の
喜
び
」
と
い
う
意
味
を

持
つ

5

本
や
、
「
思
い
や
り
な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
」
な
ど
を

表
す
、

8

本
の
バ
ラ
を
贈
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。 

◆
 

あ
じ
さ
い 

た
く
さ
ん
の
花
が
集
ま
っ
て
咲
く
様
子
か
ら
「
家
族
」
「
団
ら

ん
」
と
い
っ
た
花
言
葉
を
持
ち
、
最
近
で
は
母
の
日
に
人
気
の
お
花

で
す
。
ピ
ン
ク
は
「
元
気
な
女
性
」
、
白
は
「
寛
容
」
と
い
っ
た
花

言
葉
に
な
り
ま
す
。 


